



























　方（2005）は、証拠性・認識動詞（epistemic and evidential verbs）として、体
験、認識、知識、評価を表す動詞の語用標識への文法化を論じ、なかでも「覚得（覚着）
















（Lim2009, Endo2010, 遠藤 2012）。Lim(2009) はアメリカ・カナダ在住の中国人同





























の会話をデータに、計 14 の談話標識を認定し、そのうち「我覚得」使用頻度が上位から 4 位だと報告している。

























































  本研究では、中国の某大学で収集した 4 人１組のグループ討論 22 組の録音・録画資















　出現頻度を分析した結果、「覚得」と「感覚」の生起数は、それぞれ 490 と 125 であり、
3　 「感覚」は名詞として用いられる場合もある。例えば、「因为那种好多建筑物嘛 你就是 就是后天改建的那种
感觉，都已经不是它的本身面目了」では、感覚は名詞として用いられる。本研究では、名詞として用いられ
る「感覚」を分析対象から除外した。






























































　　　　　　　  的那种经历 （0.8）゜感觉゜


































　　　　　　二人称　　　　　　  24　（5%）　　　　　　　  0　（0%）




4　 該当するのは、「覚得」「感覚」それぞれ 1 例ずつである。
　「覚得」：鼓浪屿 你你进去就觉得厄：：















































　会話例（6）では、討論の冒頭で、ｗが「覚得」を用いてタスクシート 6 にあった 2
つの都市である西安と北京について意見を述べ始めた。しかしｇが 2 で確認の質問を
したため、ｗの発話が中断する。討論の課題の確認の連鎖（2-4）が生起した後、ｗが























6　 タスクシートでは中国の有名な観光地 4 か所を例示したが、それ以外でもどこでも良いと説明している。




























　会話例（8）では、w と s それぞれの発話に「覚得」と「感覚」がみられた。まず w
が民間の交流に政治的な要素を持ち込むべきでないことを「覚得」を用いて述べ（89）、
その理由について「南京に来たらおかしい感じがする」と説明している（91）。続いて
s は「这个我觉得吧」（これは私が思うには）で長いターンを取り w の趣旨に賛同する
発話をした。そのあと、焦点を南京の魅力の有無に転換し、あまり特色がないと述べた
（96）。ここでは話し合いの焦点の切り替えには「覚得」がみられ、具体的にあまり特
色がないという指摘は「感覚」を用いて提示している。この s の「但是我觉得南京的吧 
如果作为 -　南京作为一个目的地的话 这像有点 -　感觉好像可能没多大的特色」は、入
れ子構造となっており、「感覚」以下も「覚得」の目的語節（二重下線部）に含まれる













　→96　ｓ　这个我觉得吧 他那个其实民间交流 这个政治方面考虑问题应该很少 没没
　　　　　　 必要刻意的去那个把这些东西再提提-　再提起来 主要是交流吧 但是我觉 
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提案した。その提案に対して、ｙが 113 と 116 で賛同を示し、w は行ったことがない
と自分の経験を述べたが、杭州に対しての評価は示していない。それに対して、l は「自
然や文化の面では結構良い」と自らの提案をサポートする理由を説明し、最後に小声で
「我感覚」と付け加えた（121）。そして同時発話ではじまった 122 と 124、126 で s
は、みんなが杭州に行きたがる理由を述べている。4 人それぞれが意見を述べたところ、


























　　　　　　　个面 [然后像那个 嗯　就是西藏和那个成都比较有中− 就是有[特色一点
　　128　ｓ　　　 [对




































































る節末部我覚得を例に―『認知言語学論考 10』ひつじ書房 , 247-297.
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